
　市民の皆様には、健やかに新春をお迎えのことと心から
お慶び申し上げます。また、日頃から市議会に対しまして、
御理解と御協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　伊勢崎市誕生２０周年を迎えた本市は、本年スタートする
第3次総合計画における将来ビジョン「えがお咲く未来へ 
持続可能な共生都市 いせさき」の実現に向けて、各種施策
を展開していきます。市議会といたしましても、市民の皆
様が健康で安心安全な暮らしを営めるよう、今後ともより
一層の努力を重ねてまいる所存でございます。
　どうぞ本年も引き続き御支援と御鞭撻を賜りますようお
願い申し上げます。議長　宮田芳典 
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次の歴史 を織りなす
伊勢崎市 のために
全力を尽 くします。

伊勢崎市誕生20周年議員からのメッセージ

高
たか

　橋
はし

　宜
のぶ

　隆
たか

祝これからも誰もが
暮らしやすく活躍で
きるまちを目指して
頑張ります！

多
た

　田
だ

　　　稔
みのる

限りある財源の中で
市が行うべき事を見
極め、しっかり実行
します。

栗
くり

　原
はら

　真
ま

　耶
や

夢にときめけ子ども
たち！
明日にきらめけ伊勢
崎市‼

大
おお

　木
ぎ

　　　光
ひかる

祝20周年
子ども達に明るい
未来を‼

飯
いい

　島
じま

　　　学
まなぶ

平和で明るい未来を 
こども達と次世代
のために！

定
さだ

　方
かた

　宏
ひろ

　允
みつ

伊勢崎市は
永遠に不滅です！

藤
ふじ

　生
う

　浩
こう

　二
じ

㊗20周年

柳
やなぎ

　　　敦
あつ

　志
し

祝２０周年
伊勢崎市の輝ける未
来を共に歩んでいき
ましょう。

内
うち

　田
だ

　　　彰
あきら

これからも皆様が安
心して暮らせる伊勢
崎の構築に全力で取
り組んでまいります

吉
よし

　山
やま

　　　勇
いさむ

㊗20周年！
今後のさらなる発展
目指し未来への投資
を推進。

新
あら

　井
い

　　　智
さとし

祝20周年、地域のき
ずなを深め、さらな
る発展を目指しまし
ょう。

馬
ま

　庭
にわ

　充
みつ

　裕
ひろ

未来を予測する最善
の方法は、自らそれ
を創り出すこと。住民
主体のまちづくりを！

新
しん

　藤
どう

　　　靖
やすし

地域の絆をより一層深
め、ふるさと伊勢崎の
未来の為に皆様と共に
歩んでいきます

鈴
すず

　木
き

　良
よし

　尚
ひさ

みなさまと共に20年 
伊勢崎市とともに
20周年。

長
なが

　沼
ぬま

　宏
ひろ

　泰
やす

鎮守の杜がある既存
集落を次世代に、素
敵な伊勢崎市を未来
永劫に！

野
の

　田
だ

　文
ふみ

　雄
お

祝20年の歩みを振り
返り、未来に向けて
さらなる発展を目指
しましょう。

山
やま

　越
こし

　清
きよ

　彦
ひこ

㊗20周年
共に輝く伊勢崎市の
未来を描きましょう

田
た

　島
じま

　　　勉
つとむ

㊗20周年　元気な我
がまち伊勢崎市をこ
れからも皆さんと一
緒に創りましょう。

田
た

　村
むら

　幸
こう

　一
いち

祝 ２０周年！これから
も皆さんとともに歩
み未来を築いていき
ます！

北
きた

　島
しま

　元
もと

　雄
お

皆さんとご一緒に20
年、大きくなっても
きめ細やかな市政が
願いです。

手
て

　島
じま

　良
りょう

　市
いち

新市誕生 2 0 周年
おめでとうござい
ます‼

宮
みや

　田
た

　芳
よし

　典
のり

和を重んじ市民の皆
様と対話をし元気な
輪を市民の皆様と一
緒に広げて行きます。

田
た

部
べ

井
い

　美
み

　晴
はる

誰もが安心して暮ら
せる社会へ皆様の声
がカタチになるよう
頑張ります。

堀
ほっ

　地
ち

　和
かず

　子
こ

21万人市民でつくる
緑豊かな文化と福祉
のまち伊勢崎
に幸あれ

長
は

谷
せ

田
だ

　公
きみ

　子
こ

市民が主人公の市政
に大きく前進する明
日を目指して共に頑
張りましょう！

椎
しい

　名
な

　三
みつ

　生
お

20周年おめでとうござ
います。

佐
さ

　藤
とう

　智
とも

　則
のり

DX推進による便利
で安心な、夢・未来
を描ける伊勢崎を創
造していきましょう！

小
こ

　暮
ぐれ

　笑
え

鯉
り

子
こ

いせ咲く  花咲く
笑顔咲く 　温故創新
♬パラダイムシフト
だ！伊勢崎市‼
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伊勢崎市誕生20周年2

20th ANNIVERSARY

伊
勢
崎
市
誕
生
か
ら

　
　
伊
勢
崎
市
議
会
20
年
の
あ
ゆ
み

本会議におけるタブレット端末の活用 市議会議員選挙で30名が当選
第６期（令和４年５月１日就任）

平成30年６月１日号～ 市議会いせさき
表紙のレイアウト

平成17年２月１日
市議会いせさき創刊

市議会議員選挙で34名が当選
第２期（平成18年５月１日就任）

平成29年６月26日 伊勢崎市手話言語条例制定・施行（議員提出によ
る条例案が本会議において可決）

令和７年１月１日 市議会いせさき　
100号発行

市役所本館耐震・大規模改修工事及び市議会議事堂
傍聴者用エレベーター棟建設工事完了

平成27年６月１日号～ 市議会いせさき
表紙のレイアウト

平
成
17
年 

１
月
１
日 

伊
勢
崎
市
誕
生（
旧
伊
勢
崎
市
、佐
波
郡
赤
堀
町
・

 
 

東
村
・
境
町
が
合
併
）

 

１
月
12
日 

市
議
会
議
員
が
在
任
特
例
に
よ
り
83
名
と
な
り
、

 
 

清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
21
で
臨
時
会
を
開
催

 

２
月
１
日 

市
議
会
い
せ
さ
き
創
刊

 

８
月
19
日 

子
ど
も
議
会
開
催

平
成
18
年 

４
月
23
日 

市
議
会
議
員
選
挙
で
34
名
が
当
選

平
成
19
年 
４
月
1
日 

全
国
で
40
番
目
の
特
例
市
に
移
行

平
成
20
年 
11
月
25
日 

市
役
所
東
館
完
成

平
成
22
年 

４
月
25
日 

市
議
会
議
員
選
挙
で
32
名
が
当
選

 

11
月
26
日 
市
議
会
議
事
堂
耐
震
改
修
工
事
完
了

平
成
23
年 

２
月
28
日 

市
役
所
本
館
耐
震
・
大
規
模
改
修
工
事
及
び
市
議
会

 
 

議
事
堂
傍
聴
者
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
棟
建
設
工
事
完
了

 

３
月
11
日 

東
日
本
大
震
災
発
生

 

３
月
22
日 

第
１
回
定
例
会
最
終
日
の
本
会
議
は
、計
画
停
電
に

 
 

伴
い
午
後
２
時
に
開
会 

平
成
26
年 

４
月
27
日 

市
議
会
議
員
選
挙
で
30
名
が
当
選

 

６
月
25
日 

「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
」の
構
成
資
産
の

 
 

１
つ
と
し
て
田
島
弥
平
旧
宅
が
世
界
遺
産
に
登
録

 

　  

〃 

第
３
回
定
例
会
最
終
日
の
本
会
議
お
い
て
、議
員

 
 

全
員
が
田
島
弥
平
旧
宅
世
界
遺
産
Ｐ
Ｒ
オ
リ
ジ
ナ
ル

 
 

ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
着
用
し
て
世
界
遺
産
登
録
を
祝
し
た

平
成
27
年 

６
月
1
日 

市
議
会
い
せ
さ
き
　
表
紙
の
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更

平
成
28
年 

９
月
２
日 

市
議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
配
信
開
始

平
成
29
年 

６
月
26
日 

伊
勢
崎
市
手
話
言
語
条
例
制
定
・
施
行（
議
員
提

 
 

出
に
よ
る
条
例
案
が
本
会
議
に
お
い
て
可
決
）

 

９
月
1
日 

市
議
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
運
用
開
始

平
成
30
年 

４
月
22
日 

市
議
会
議
員
選
挙
で
30
名
が
当
選

 

６
月
1
日 

市
議
会
い
せ
さ
き
　
表
紙
の
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更

令
和
４
年 

４
月
24
日 

市
議
会
議
員
選
挙
で
30
名
が
当
選

 

５
月
1
日 

議
会
に
お
け
る
最
高
規
範
と
し
て
位
置
づ
け
た

 
 

伊
勢
崎
市
議
会
基
本
条
例
施
行

 

６
月
24
日 

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入（
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
化
へ
の

 
 

対
応
・
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
推
進
）

 

11
月
30
日 

本
会
議
の
質
疑
及
び
質
問
に
お
け
る

 
 

一
問
一
答
方
式
の
導
入

令
和
５
年 

12
月
18
日 

市
議
会
い
せ
さ
き
及
び
Ｈ
Ｐ
に
議
案
に

 
 

対
す
る
議
員
ご
と
の
賛
否
の
公
表
開
始

令
和
６
年 

12
月
17
日 

伊
勢
崎
市
誕
生
20
周
年
決
議
可
決

令
和
７
年 

１
月
1
日 

市
議
会
い
せ
さ
き
　
１
０
０
号
発
行

　市民の皆様には、健やかに新春をお迎えのことと心から
お慶び申し上げます。また、日頃から市議会に対しまして、
御理解と御協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　伊勢崎市誕生20周年を迎えた本市は、本年スタートする
第３次総合計画における将来ビジョン「えがお咲く未来へ
持続可能な共生都市 いせさき」の実現に向けて、各種施策
を展開していきます。市議会といたしましても、市民の皆
様が健康で安心安全な暮らしを営めるよう、今後ともより
一層の努力を重ねてまいる所存でございます。
　どうぞ本年も引き続き御支援と御鞭撻を賜りますようお
願い申し上げます。議長　宮田芳典 
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要
概
の
案
議
な
主

第 回5

11月29日

〜

12月17日

定
例
会
の
概
要

公
園
愛
護
会
に
つ
い
て

問　
公
園
愛
護
会
の
活
動
に
よ
る
効
果
は
除

草
等
を
行
う
維
持
管
理
費
を
削
減
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て

地
域
愛
・
連
帯
感
が
育
ま
れ
、公
園
が
安
心
・

安
全
な
状
態
で
利
用
す
る
市
民
の
憩
い
の
場

を
提
供
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

公
園
愛
護
会
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
今
の

報
償
金
は
活
動
を
行
う
に
あ
た
り
十
分
で
は

な
い
と
い
う
回
答
が
88
％
あ
り
、
報
償
金
の

不
足
か
ら
活
動
を
縮
小
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
態
や
町
内
や
個
人
が
不
足
分
を
補
っ
て

い
る
状
況
の
改
善
は
早
急
に
取
り
組
む
べ
き

だ
が
、
報
償
金
増
額
の
考
え
は
。

答　
公
園
は
１
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
年
額

30
円
を
、
公
園
内
の
湖
沼
は
１
平
方
メ
ー
ト

ル
当
た
り
15
円
を
、
伊
勢
崎
市
公
園
愛
護
会

要
綱
に
基
づ
き
交
付
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度

の
実
績
は
１
１
３
団
体
に
53
万
４
５
９
２
平

方
メ
ー
ト
ル
の
面
積
で
活
動
し
て
い
た
だ
き
、

１
５
７
２
万
２
７
６
０
円
を
交
付
し
て
い
ま

す
。
報
償
金
見
直
し
の
考
え
に
つ
い
て
は
、

近
年
に
お
け
る
公
園
愛
護
会
員
の
高
齢
化
や

新
規
会
員
の
不
足
及
び
世
代
交
代
や
物
価
上

昇
な
ど
活
動
へ
の
多
面
的
な
支
援
が
必
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
ま
た
、
各
公
園
愛

護
会
か
ら
御
意
見
や
御
要
望
を
多
数
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
他
市
の
状
況
や

近
年
に
お
け
る
除
草
剤
及
び
燃
料
費
等
の
物

価
上
昇
、
機
具
の
貸
出
状
況
な
ど
を
総
合
的

に
判
断
し
て
、
現
在
、
来
年
度
か
ら
の
見
直

し
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

問　
草
の
繁
茂
す
る
時
期
は
ど
こ
の
公
園
で

も
や
や
同
じ
時
期
に
機
具
を
借
用
す
る
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
計
画
通
り
の
活
動
が

出
来
る
よ
う
機
具
貸
出
し
の
充
実
の
考
え
は
。

答　
公
園
愛
護
会
活
動
に
必
要
な
乗
用
芝
刈

機
や
刈
払
機
な
ど
の
貸
出
し
は
、
い
せ
さ
き

市
民
の
も
り
公
園
管
理
事
務
所
で
各
公
園
愛

護
会
と
調
整
し
実
施
し
て
い
ま
す
。
夏
場
の

繁
忙
期
に
お
け
る
活
動
日
程
の
重
複
で
機
具

が
不
足
す
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
今
後
も
使

用
す
る
公
園
愛
護
会
の
皆
様
の
御
意
見
を
参

考
に
、
貸
出
機
具
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
公

園
愛
護
会
の
活
動
支
援
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

●
電
子
地
域
通
貨
に
つ
い
て

●
３
市
連
携
利
根
川
花
火
大
会
に
つ
い
て公園愛護活動が十分に行える改善を

公
園
愛
護
会
の
活
動
に
対
す
る

報
償
金
増
額
の
考
え
は

☝動画はこちら

伊勢崎クラブ
野 田 文 雄

避
難
行
動
要
支
援
者
支
援
対
策
に
つ
い
て　

問　
近
い
将
来
、
避
難
行
動
要
支
援
の
対
象

者
が
急
増
し
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
災

害
時
に
支
援
が
必
要
な
高
齢
者
や
障
害
者
一

人
一
人
の
避
難
手
順
を
ま
と
め
る
個
別
避
難

計
画
の
作
成
が
よ
り
一
層
重
要
に
な
っ
て
く

る
と
思
う
が
、
個
別
避
難
計
画
作
成
の
進
捗

状
況
と
課
題
は
。

答　
平
成
25
年
６
月
の
災
害
対
策
基
本
法
の

改
正
で
避
難
行
動
要
支
援
者
の
名
簿
作
成
が

義
務
付
け
ら
れ
、
本
市
で
も
平
成
25
年
か
ら

同
意
を
得
ら
れ
た
方
の
避
難
行
動
要
支
援
者

名
簿
を
作
成
し
、
平
常
時
か
ら
地
域
の
自
主

防
災
組
織
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
消
防

署
、
消
防
団
、
警
察
署
に
情
報
提
供
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
３
年
５
月
の
同
法

の
改
正
で
避
難
行
動
要
支
援
者
の
個
別
避
難

計
画
作
成
が
市
町
村
の
努
力
義
務
と
さ
れ
、

本
市
で
は
個
別
避
難
計
画
の
策
定
が
重
要
と

の
観
点
か
ら
、
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
登

録
の
申
請
書
と
個
別
避
難
計
画
の
策
定
を
兼

ね
た
書
式
を
採
用
し
、
令
和
６
年
７
月
１
日

現
在
、
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
要
支
援
者
１
５
７
７
人
に
対
す
る

個
別
避
難
計
画
の
作
成
率
は
１
０
０
％
で
す
。

課
題
は
、
本
来
避
難
行
動
要
支
援
の
対
象
者

で
あ
り
、
避
難
時
に
支
援
を
必
要
と
し
つ
つ

も
個
人
情
報
の
開
示
に
踏
み
切
れ
な
い
方
や

他
人
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
方
な
ど
、
真

に
避
難
行
動
支
援
を
必
要
と
す
る
方
を
正
確

に
把
握
し
、
個
別
避
難
計
画
を
策
定
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
重
要
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問　
今
後
の
進
め
方
は
。

答　
今
後
も
防
災
担
当
部
局
と
福
祉
担
当
部

局
が
連
携
し
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
等
に

よ
る
日
頃
の
見
守
り
活
動
の
中
で
、
登
録
が

必
要
と
思
わ
れ
る
方
に
対
し
て
制
度
の
啓
発

を
行
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
引
き
続
き

窓
口
等
で
の
案
内
や
、
職
員
出
前
講
座
、
各

種
訓
練
を
通
し
て
周
知
を
図
り
、
避
難
行
動

要
支
援
者
名
簿
へ
の
登
録
及
び
個
別
避
難
計

画
の
作
成
を
推
進
し
、
真
に
避
難
行
動
支
援

を
必
要
と
す
る
方
々
や
新
た
に
対
象
と
な
っ

た
方
々
に
制
度
の
理
解
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

●
投
票
率
向
上
の
取
組
に
つ
い
て

●
企
業
誘
致
の
推
進
に
つ
い
て

●
未
来
へ
の
投
資
に
つ
い
て

個別避難計画の作成がより一層重要

避
難
行
動
要
支
援
者
支
援
制
度

の
個
別
避
難
計
画
作
成
状
況
は

☝動画はこちら
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市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案　
19
件

専
決
処
分　
１
件

条
例
関
係　
10
件

補
正
予
算　
６
件　

そ
の
他　
　
２
件

議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案　
２
件

●
11
月
29
日　
本
会
議

・
議
席
の
一
部
変
更

・
会
期
決
定（
12
月
17
日
ま
で
の
19
日
間
）

・
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

・
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
の
補
欠
委
員

の
選
任

・
市
長
提
出
議
案（
令
和
６
年
度
伊
勢
崎
市

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）の
専
決
処

分
の
承
認
に
つ
い
て
）を
承
認

・
市
長
提
出
議
案(

伊
勢
崎
市
市
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
な
ど
13
件)

の

提
案
理
由
の
説
明

・
議
案
に
対
し
て
の
質
疑

・
所
管
の
常
任
委
員
会
に
議
案
等
を
付
託

●
12
月
３
日　
本
会
議

一
般
質
問（
質
問
者
…
議
員
６
人
・
答
弁

者
…
市
長
、
教
育
長
、
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長
及
び
所
管
の
部
長
）

●
12
月
４
日　
本
会
議

一
般
質
問（
質
問
者
…
議
員
６
人
・
答
弁

者
…
市
長
、
教
育
長
、
病
院
事
業
管
理
者

及
び
所
管
の
部
長
）

●
12
月
６
日　
総
務
委
員
会

・
議
案
の
審
査　
３
件

・
請
願
の
審
査　
１
件

・
所
管
事
務
調
査

●
12
月
９
日　
文
教
福
祉
委
員
会

・
議
案
の
審
査　
３
件

・
請
願
の
審
査　
１
件

・
所
管
事
務
調
査

●
12
月
10
日　
経
済
市
民
委
員
会

・
議
案
の
審
査　
２
件

・
所
管
事
務
調
査

●
12
月
11
日　
建
設
水
道
委
員
会

・
議
案
の
審
査　
５
件

・
所
管
事
務
調
査

●
12
月
17
日　
本
会
議

・
常
任
委
員
会
の
委
員
長
か
ら
審
査
結
果
の

報
告

・
市
長
提
出
議
案（
伊
勢
崎
市
一
般
職
の
職

員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
案
な
ど
５
件
）の
提
案
理
由
の

説
明

・
議
員
提
出
議
案（
学
校
給
食
費
の
無
償
化

を
求
め
る
意
見
書
案
な
ど
２
件
）を
上
程

・
議
案
等
の
審
議（
結
果
は
14
ペ
ー
ジ
に
記

載
し
て
い
ま
す
）

令
和
６
年
度
伊
勢
崎
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）の
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
７
５
０
４
万

３
０
０
０
円
を
追
加
し
、
そ
の
総
額
を
９
２

６
億
８
５
４
７
万
円
と
し
た
も
の
で
す
。
内

容
は
、
衆
議
院
の
解
散
が
見
込
ま
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
費
等
を
追
加

し
た
も
の
で
、
地
方
自
治
法
第
１
７
９
条
第

１
項
の
規
定
に
よ
り
、
10
月
３
日
付
で
専
決

処
分
し
た
も
の
で
す
。

伊
勢
崎
市
保
健
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
案

　
保
健
セ
ン
タ
ー
を
統
合
す
る
こ
と
に
伴
い

改
正
の
必
要
を
認
め
た
も
の
で
、
名
称
及
び

位
置
に
つ
い
て
改
め
る
も
の
、
事
業
に
乳
幼

児
の
一
時
預
か
り
及
び
子
供
の
遊
び
場
に
関

す
る
こ
と
を
加
え
、
並
び
に
使
用
料
に
つ
い

て
定
め
る
も
の
で
す
。

伊
勢
崎
市
伊
勢
崎
駅
前
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
条
例
案

　
伊
勢
崎
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
と
経

済
活
力
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
民
間
活
力

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
目
的
と
し
て
、

伊
勢
崎
駅
前
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
の
設
置
に
伴
い
、
制
定
の
必
要
を
認
め
た

も
の
で
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

内
の
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
を
、
市
民
及
び
事
業

者
等
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

伊
勢
崎
市
布
設
工
事
監
督
者
の
配
置
基
準
及

び
資
格
基
準
並
び
に
水
道
技
術
管
理
者
の
資

格
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
案　

　
関
係
法
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
改
正
の
必

要
を
認
め
、
併
せ
て
条
文
の
整
備
を
図
る
も

の
で
、
国
の
基
準
を
参
酌
し
た
上
で
、
布
設

工
事
監
督
者
及
び
水
道
技
術
管
理
者
の
資
格

要
件
を
改
め
る
も
の
で
す
。

伊
勢
崎
市
病
院
事
業
職
員
定
数
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
案

　
市
民
病
院
の
体
制
の
充
実
及
び
強
化
を
図

る
こ
と
に
伴
い
、
改
正
の
必
要
を
認
め
た
も

の
で
、
病
院
事
業
の
職
員
の
定
数
を
30
人
増

や
す
も
の
で
す
。

令
和
６
年
度
伊
勢
崎
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
９
億
２
０
９

９
万
１
０
０
０
円
を
追
加
し
、
そ
の
総
額
を

９
３
６
億
６
４
６
万
１
０
０
０
円
と
す
る
も

の
で
す
。
内
容
は
、
法
改
正
に
伴
う
児
童
手

当
等
給
付
事
業
の
増
額
、
降
ひ
ょ
う
等
の
被

害
に
伴
う
農
業
振
興
対
策
事
業
の
増
額
、
国

の
交
付
基
準
額
の
改
定
等
に
伴
う
民
間
保
育

施
設
対
策
事
業
の
増
額
の
ほ
か
、
人
事
院
勧

告
を
踏
ま
え
た
改
定
や
人
事
異
動
等
に
よ
る

人
件
費
の
調
整
が
主
な
も
の
で
す
。
ま
た
、

歳
入
歳
出
予
算
に
関
連
し
て
、
17
件
の
債
務

負
担
行
為
の
追
加
を
行
う
も
の
で
す
。

伊
勢
崎
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

　
民
間
給
与
と
の
均
衡
を
図
る
た
め
、
給
料

月
額
を
平
均
で
３
・
０
％
引
き
上
げ
、
全
て

の
給
料
表
の
改
定
を
行
う
も
の
並
び
に
期
末

手
当
及
び
勤
勉
手
当
の
支
給
月
数
を
民
間
の

支
給
割
合
に
見
合
う
よ
う
そ
れ
ぞ
れ
年
間

０
・
０

５
月
分
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。
ま

た
、
令
和
７
年
６
月
以
降
の
期
末
手
当
及
び

勤
勉
手
当
の
支
給
月
数
の
改
正
を
行
う
も
の
、

給
料
表
の
改
定
を
行
う
も
の
並
び
に
扶
養
手

当
、
通
勤
手
当
及
び
管
理
職
員
特
別
勤
務
手

当
の
支
給
要
件
等
の
見
直
し
を
行
う
も
の
で

す
。
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児
童
虐
待
防
止
に
つ
い
て

問　
児
童
虐
待
相
談
対
応
件
数
は
、
令
和
２

年
度
以
降
過
去
最
高
を
更
新
し
続
け
て
い
る

が
、
本
市
に
お
け
る
相
談
件
数
の
推
移
は
。

答　
経
路
ご
と
に
令
和
３
年
度
、
令
和
４
年

度
及
び
昨
年
度
の
順
で
、
児
童
相
談
所
か
ら

は
55
件
、
67
件
、
68
件
、
学
校
等
か
ら
は
２

件
、
１
件
、
３
件
、
近
隣
、
知
人
か
ら
は
９

件
、
13
件
、
11
件
で
あ
り
、
児
童
本
人
か
ら

は
過
去
３
年
間
あ
り
ま
せ
ん
。

問　
子
供
は
成
育
環
境
に
よ
ら
ず
発
達
が
保

障
さ
れ
る
権
利
を
持
つ
。
学
校
は
、
発
達
に

応
じ
て
虐
待
や
子
供
の
権
利
に
つ
い
て
学
ぶ

機
会
を
作
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
学
校
で
の

虐
待
防
止
の
取
組
は
。

答　
各
学
校
で
は
、
虐
待
が
疑
わ
れ
る
場
合

に
は
直
ち
に
通
告
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
、

迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
に
努
め
、
児
童
・
生

徒
に
教
職
員
が
異
変
を
感
じ
た
場
合
、
状
況

を
把
握
す
る
た
め
の
言
葉
か
け
や
聞
き
取
り

を
行
っ
て
い
ま
す
。
教
職
員
に
対
し
て
は
、

虐
待
の
発
見
、
通
告
、
相
談
、
援
助
と
い
う

一
連
の
対
応
を
迅
速
か
つ
適
切
に
行
え
る
よ

う
、
正
し
い
知
識
と
実
践
力
を
身
に
つ
け
る

た
め
の
研
修
を
年
度
当
初
に
行
っ
て
い
ま
す
。

虐
待
等
の
疑
い
が
あ
る
児
童
・
生
徒
に
対
し

て
は
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や

子
育
て
支
援
課
と
連
携
し
、
子
供
の
保
護
を

最
優
先
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
児
童
・
生
徒

に
対
し
て
は
、
児
童
虐
待
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

等
で
周
知
に
努
め
、
子
供
が
困
っ
た
際
は
安

心
し
て
大
人
に
相
談
し
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
せ
る

よ
う
機
会
を
捉
え
て
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

問　
学
校
や
児
童
本
人
か
ら
の
相
談
件
数
が

伸
び
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
肉
親
で
あ
る
保

護
者
か
ら
虐
待
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
子
供

か
ら
は
言
い
づ
ら
い
こ
と
な
の
で
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ

の
出
し
方
を
教
育
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

考
え
る
が
、
教
育
長
の
考
え
は
。

答　
子
供
た
ち
が
困
っ
た
こ
と
小
さ
な
こ
と

を
相
談
し
て
、
大
人
が
真
摯
に
応
じ
て
く
れ

た
こ
と
に
よ
り
子
供
が
解
決
で
き
た
と
い
う

小
さ
な
体
験
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
援
助
希

求
行
動
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

●
公
園
ト
イ
レ
の
計
画
的
な
整
備
に
つ
い
て

●
行
政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て

虐待から子供を守るための教育を

児
童
虐
待
防
止
の
た
め
の
学
校

で
の
取
組
は

☝動画はこちら
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市
政
に
つ
い
て　

問　
臂
市
長
が
、
２
期
目
を
目
指
す
と
明
言

し
て
か
ら
半
年
、
任
期
４
年
は
あ
っ
と
い
う

間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
本
年
１
月
19
日
市

長
選
の
投
開
票
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
今
ま
で

の
４
年
間
の
実
績
、
今
後
の
市
政
の
展
望
や

取
組
は
。

答　
本
市
は
新
市
誕
生
20
年
の
節
目
を
迎
え

ま
す
が
、
３
代
目
市
長
の
私
は
、
初
代
矢
内

市
長
と
こ
れ
を
受
け
継
い
だ
五
十
嵐
市
長
が
、

夢
あ
ふ
れ
る
こ
の
伊
勢
崎
市
の
未
来
を
志
向

し
、
ま
い
て
く
だ
さ
っ
た
種
を
芽
吹
か
せ
、

花
を
咲
か
せ
実
っ
た
果
実
を
確
実
に
収
穫
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
の
思
い
で
、
４
年
間

の
市
政
運
営
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

実
績
に
つ
い
て
は
、
世
代
間
の
共
生
、
地
域

間
の
共
生
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
よ
る
共
生
、
こ
の

３
つ
の
共
生
を
信
条
と
す
る
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

に
は
、
伊
勢
崎
市
を
大
き
く
咲
か
せ
る
た
め

に
、
８
つ
の
イ
セ
サ
ク
の
政
策
を
掲
げ
、
信

越
化
学
工
業
株
式
会
社
の
伊
勢
崎
南
部
国
領

産
業
団
地
へ
の
誘
致
、（
仮
称
）伊
勢
崎
市
新

保
健
セ
ン
タ
ー
・
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
整
備
、
小
中
学
校
体
育
館
へ
の
エ

ア
コ
ン
整
備
、
赤
堀
及
び
東
地
区
の
土
地
利

用
ル
ー
ル
の
見
直
し
、
く
わ
ま
る
タ
ク
シ
ー

の
開
始
、
脱
炭
素
化
へ
の
取
組
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

未
来
都
市
計
画
に
基
づ
く
取
組
、
本
庄
市
、

深
谷
市
と
の
３
市
連
携
利
根
川
花
火
大
会
開

催
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
事
業
の
導
入
な
ど
、

こ
の
４
年
間
順
調
に
市
政
運
営
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
長
期
的
な
展
望
に
立
て

ば
、
将
来
の
日
本
が
抱
え
る
課
題
は
外
国
人

政
策
な
ど
、
い
ま
だ
山
積
し
て
い
ま
す
が
、

こ
う
し
た
中
で
も
、
本
市
で
は
様
々
な
多
文

化
共
生
施
策
を
推
進
し
て
お
り
、
将
来
自
治

体
が
抱
え
る
課
題
を
先
取
り
す
る
形
で
、
ま

さ
に
今
、
取
組
を
進
め
て
い
る
の
で
あ
る
と

も
言
え
ま
す
。
一
つ
一
つ
丁
寧
に
未
来
の
種

を
ま
い
て
い
く
こ
と
、
そ
れ
を
咲
か
せ
る
べ

く
取
組
を
最
大
化
し
て
努
力
を
続
け
て
い
く

こ
と
、
工
夫
し
、
伊
勢
崎
市
自
身
が
自
ら
考

え
変
革
し
続
け
て
い
く
こ
と
が
最
も
重
要
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
後
の
展
望
で
す
が
、
地

方
自
治
体
が
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
に
自
ら
が
変
革
す
る
マ
イ
ン
ド
で
果
敢

に
対
応
し
、
本
市
な
ら
で
は
の
取
組
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
る
自
治
体
を
職
員
と
と
も
に

目
指
し
て
い
く
と
決
意
し
て
い
ま
す
。

4月にオープンする新保健センター

市
政
４
年
間
の
実
績
や
今
後
の

展
望
は

☝動画はこちら

有 志 会
田 村 幸 一

線
引
き
に
頼
ら
な
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問　
伊
勢
崎
都
市
計
画
区
域
の
一
元
化
の
現

在
の
状
況
と
今
後
の
予
定
は
。

答　
本
市
で
は
昭
和
46
年
３
月
に
県
が
旧
伊

勢
崎
及
び
旧
境
都
市
計
画
区
域
の
当
初
線
引

き
を
実
施
し
、
市
町
村
合
併
後
の
平
成
20
年

２
月
に
両
都
市
計
画
区
域
を
現
在
の
伊
勢
崎

都
市
計
画
区
域
に
統
合
し
、
令
和
５
年
８
月

に
国
領
町
産
業
団
地
地
区
を
新
た
に
市
街
化

区
域
に
編
入
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
県
や
市
の
計
画
に
基
づ
い
て
赤
堀
及
び

東
都
市
計
画
区
域
の
統
合
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
長
期
的
に
は
用
途
地
域
内
の
人
口
密

度
な
ど
市
全
域
に
お
け
る
人
口
動
向
等
を
勘

案
し
な
が
ら
、
お
お
む
ね
20
年
後
を
目
標
と

す
る
都
市
計
画
区
域
の
一
元
化
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問　
ま
ち
づ
く
り
の
ツ
ー
ル
と
し
て
の
条
例

の
制
定
は
。

答　
令
和
６
年
４
月
に
見
直
し
を
行
っ
た
赤

堀
及
び
東
都
市
計
画
区
域
の
田
園
居
住
地
区

は
、
伊
勢
崎
市
特
定
用
途
制
限
地
域
に
お
け

る
建
築
物
等
の
制
限
に
関
す
る
条
例
に
よ
り

非
線
引
き
都
市
計
画
区
域
に
お
け
る
農
地
保

全
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
持
続
可
能
な
都
市
づ
く
り
に
向
け
て
は
、

自
然
環
境
や
営
農
環
境
と
の
調
和
の
下
で
、

既
存
集
落
の
維
持
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、
今
後
県
の

計
画
等
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、
市
街

化
調
整
区
域
に
お
け
る
課
題
に
対
応
し
た
土

地
利
用
方
策
を
検
討
し
ま
す
。

問　
集
客
施
設
誘
致
の
た
め
の
規
制
緩
和
は
。

答　
波
志
江
ス
マ
ー
ト
Ⅰ
Ｃ
の
利
用
状
況
や

土
地
利
用
状
況
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
波
志
江

沼
環
境
ふ
れ
あ
い
公
園
及
び
そ
の
周
辺
の
自

然
環
境
や
景
観
と
の
調
和
が
図
ら
れ
た
土
地

利
用
の
方
向
性
を
検
討
し
ま
す
。

問　
大
型
養
蚕
農
家
群
は
景
観
の
一
部
で
あ

り
歴
史
的
遺
産
だ
が
、
個
人
所
有
で
は
管
理

で
き
な
く
な
る
と
き
が
来
る
と
思
う
。
市
で

調
査
し
、
民
間
資
本
や
個
人
が
利
用
し
た
い

と
き
に
橋
渡
し
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

答　
地
元
住
民
の
皆
様
の
御
意
向
も
踏
ま
え
、

民
間
事
業
者
を
呼
び
込
む
方
策
に
つ
い
て
中

長
期
的
な
視
点
で
調
査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

造成中の伊勢崎南部国領産業団地

伊
勢
崎
都
市
計
画
区
域
の
一
元

化
の
現
状
と
今
後
の
予
定
は
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伊勢崎クラブ
長 沼 宏 泰

こ
ど
も
施
策
に
つ
い
て

問　
令
和
５
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
こ

ど
も
基
本
法
は
、
国
の
こ
ど
も
施
策
の
大
き

な
き
っ
か
け
と
な
る
法
律
で
あ
り
、
本
市
に

お
い
て
も
、
今
後
の
こ
ど
も
施
策
の
推
進
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
法
律
で
あ
る
。
群
馬

県
こ
ど
も
計
画
は
今
年
度
中
の
策
定
を
予
定

し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
勘
案
す
べ
き
県

の
こ
ど
も
計
画
が
現
在
策
定
中
と
い
う
中
で
、

今
後
の
本
市
に
お
け
る
こ
ど
も
施
策
の
基
本

的
な
指
針
と
な
る
大
き
な
計
画
に
な
る
と
思

う
が
、
こ
ど
も
計
画
策
定
の
基
本
的
な
考
え

は
。

答　
本
市
の
最
上
位
計
画
で
あ
る
総
合
計
画

と
の
整
合
を
図
り
な
が
ら
、
こ
ど
も
施
策
を

推
進
す
る
た
め
の
計
画
と
な
る
よ
う
検
討
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
素
案
の
策
定
段
階
か

ら
、
子
供
、
若
者
が
自
ら
の
問
題
と
し
て
主

体
的
に
参
加
で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を

活
用
す
る
と
と
も
に
、
伊
勢
崎
市
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
等
で
の
審
議
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
手
続
を
行
う
な
ど
、
丁
寧
な
プ
ロ
セ

ス
を
経
た
上
で
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

問　
こ
ど
も
施
策
の
実
施
に
は
、
子
供
を
真

ん
中
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
権
利

の
主
体
で
あ
る
子
供
た
ち
が
自
分
た
ち
の
問

題
と
し
て
、
私
た
ち
の
ま
ち
で
あ
る
伊
勢
崎

市
の
未
来
を
考
え
て
い
く
上
で
も
、
子
供
の

意
見
を
政
策
に
反
映
し
て
い
く
こ
と
は
重
要

な
取
組
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
意
見
の
反
映

方
法
は
。

答　
子
供
の
意
見
を
聴
取
す
る
一
つ
の
方
法

と
し
て
、
昨
年
度
か
ら
こ
ど
も
座
談
会
を
開

催
し
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
す
る
子

供
た
ち
の
意
見
を
直
接
聴
取
す
る
取
組
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
供
、
若
者
の
意
見

を
広
く
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
専
用
の
フ
ォ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、

子
供
、
若
者
自
身
が
、
気
軽
に
直
接
的
に
、

主
体
的
に
そ
れ
ぞ
れ
の
御
意
見
を
寄
せ
て
も

ら
う
よ
う
検
討
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
子
供
、

若
者
の
意
見
を
幅
広
く
施
策
に
反
映
す
る
た

め
の
方
策
を
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

●
赤
堀
及
び
東
地
区
の
土
地
利
用
ル
ー
ル
に

つ
い
て　

●
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体

的
な
実
施
に
つ
い
て

子供を真ん中に考えるこども計画を

こ
ど
も
計
画
策
定
の
基
本
的
な

考
え
方
は

☝動画はこちら
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境
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
︑
に
ぎ
わ
い
創
出
に

つ
い
て

問　
第
３
次
伊
勢
崎
市
総
合
計
画
で
は
境
地

区
の
地
域
づ
く
り
の
方
向
性
、
振
興
策
に
つ

い
て
市
の
方
向
性
が
示
さ
れ
、
境
町
駅
周
辺

の
に
ぎ
わ
い
創
出
、
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
施

設
の
維
持
、
充
実
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

市
長
は
こ
れ
か
ら
の
発
展
は
、
境
地
区
の
発

展
が
重
要
で
あ
る
と
話
し
て
お
り
、
境
地
区

住
民
が
一
致
団
結
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
と

考
え
る
が
こ
れ
ら
を
含
め
て
今
後
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ

s
を
見
据
え
た
上
、
境
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
、

に
ぎ
わ
い
創
出
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答　
境
地
区
の
地
区
別
計
画
で
は
、
境
赤
レ

ン
ガ
倉
庫
を
は
じ
め
、
境
地
区
の
ま
ち
な
か

に
残
っ
て
い
る
歴
史
、
文
化
的
な
資
源
を
生

か
し
た
境
町
駅
周
辺
の
市
街
地
に
お
け
る
に

ぎ
わ
い
創
出
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の

解
決
に
向
け
た
地
域
の
方
向
性
、
振
興
策
の

一
つ
と
し
て
、
生
活
環
境
の
整
備
と
境
町
駅

周
辺
の
市
街
地
に
お
け
る
に
ぎ
わ
い
創
出
を

掲
げ
、
地
域
の
歴
史
的
資
源
を
活
用
し
た
商

業
空
間
の
創
出
と
と
も
に
地
域
の
文
化
的
資

源
を
継
承
し
、
歴
史
、
文
化
と
触
れ
合
う
こ

と
の
で
き
る
観
光
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
拠

点
の
形
成
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

問　
歴
史
的
町
並
み
の
利
用
の
考
え
は
。

答　
境
町
駅
周
辺
に
は
江
戸
時
代
に
整
備
さ

れ
た
旧
日
光
例
幣
使
道
が
今
も
残
さ
れ
て
お

り
、
大
正
時
代
に
建
築
さ
れ
た
境
赤
レ
ン
ガ

倉
庫
や
昭
和
時
代
に
建
築
さ
れ
た
境
絹
の
館

な
ど
、
歴
史
的
価
値
の
あ
る
文
化
遺
産
も
数

多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
化
財
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
で
は
、
境
町
駅
周
辺
の
文
化
遺
産
を
養

蚕
や
織
物
に
関
係
の
深
い
絹
文
化
遺
産
を
含

め
て
蚕
の
ふ
る
さ
と
散
策
コ
ー
ス
と
し
て
紹

介
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
取
組
は
、
歴
史
や

古
い
建
物
に
興
味
を
持
つ
方
々
や
未
来
を
担

う
若
者
世
代
を
対
象
と
し
た
情
報
提
供
を
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
も
活
用
し
な
が

ら
引
き
続
き
行
い
、
境
町
駅
周
辺
の
文
化
遺

産
を
活
用
し
た
周
遊
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

●
市
民
病
院
の
Ｎ
Ⅰ
Ｃ
Ｕ（
新
生
児
集
中
治

療
室
）の
設
置
に
つ
い
て　

●
医
療
相
談
ア
プ
リ
を
利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ

ン
相
談
の
導
入
に
つ
い
て

●
定
住
自
立
圏
構
想
に
つ
い
て

旧群馬県蚕業取引所境支所

境
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

に
ぎ
わ
い
創
出
の
考
え
は
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伊勢崎クラブ
椎 名 三 生

屋
内
運
動
施
設
の
空
調
設
備
設
置
に
つ
い
て

問　
小
中
学
校
、
中
等
教
育
学
校
及
び
市
民

体
育
館
の
空
調
設
備
設
置
を
進
め
て
い
る
が
、

ほ
か
の
屋
内
運
動
施
設
へ
の
設
置
を
望
む
声

も
聞
こ
え
て
く
る
。
ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言
し

て
い
る
本
市
に
と
っ
て
市
民
の
健
康
・
命
を

守
る
た
め
、
空
調
設
備
設
置
は
喫
緊
の
課
題

だ
と
考
え
る
が
、
導
入
の
考
え
は
。

答　
ほ
か
の
屋
内
運
動
施
設
に
お
い
て
も
、

近
年
の
猛
暑
に
よ
り
、
熱
中
症
の
リ
ス
ク
が

高
ま
っ
て
い
る
状
況
等
を
考
慮
し
、
主
要
な

施
設
に
空
調
設
備
の
設
置
を
順
次
進
め
て
い

き
ま
す
。
設
置
施
設
は
、
令
和
11
年
度
に
県

で
開
催
予
定
の
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
競
技

会
場
に
選
定
さ
れ
て
い
る
第
二
市
民
体
育
館
、

赤
堀
体
育
館
、
あ
ず
ま
体
育
館
、
境
体
育
館

及
び
境
武
道
館
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問　
今
後
の
予
定
は
。

答　
来
年
度
以
降
、
設
計
業
務
委
託
を
実
施

し
、
各
施
設
の
利
用
状
況
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

財
政
状
況
等
を
考
慮
し
な
が
ら
、
順
次
設
置

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

郵
便
料
金
の
値
上
が
り
に
つ
い
て

問　
社
会
全
体
で
郵
便
物
の
取
扱
い
が
減
る

一
方
で
、
事
業
運
営
に
か
か
る
費
用
は
増
加

傾
向
に
あ
る
が
、
コ
ス
ト
削
減
の
取
組
に
つ

い
て
の
今
後
の
方
針
は
。

答　
国
や
県
、
自
治
体
間
の
手
続
は
、
可
能

な
限
り
紙
媒
体
か
ら
電
子
フ
ァ
イ
ル
で
の
送

受
信
へ
切
り
替
え
る
ほ
か
、
電
子
申
請
シ
ス

テ
ム
の
Ｌ
ｏ
Ｇ
ｏ
フ
ォ
ー
ム
に
て
、
申
請
者

が
入
力
し
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
対
し
て
、

こ
れ
ま
で
郵
便
で
発
送
し
て
い
た
申
請
に
対

す
る
決
定
通
知
な
ど
、
法
令
等
の
制
約
が
あ

る
も
の
を
除
き
、
メ
ー
ル
で
送
信
し
て
い
く

な
ど
業
務
効
率
及
び
市
民
の
皆
様
の
利
便
性

の
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
郵
便
料

金
の
削
減
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

旧
あ
ず
ま
学
校
給
食
調
理
場
跡
地
に
つ
い
て

問　
学
校
給
食
調
理
場
跡
地
は
、
教
育
財
産

と
し
て
の
有
効
活
用
度
は
非
常
に
高
い
が
、

今
後
の
方
針
は
。

答　
跡
地
は
、
現
在
、
近
隣
施
設
等
の
駐
車

場
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
公
共
財
産

の
有
効
な
利
活
用
が
図
れ
る
よ
う
様
々
な
角

度
か
ら
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

安全で快適な屋内運動施設を

屋
内
運
動
施
設
へ
の
空
調
設
備

設
置
の
考
え
は

☝動画はこちら
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道
路
冠
水
対
策
に
つ
い
て

問　
近
年
の
降
水
量
と
道
路
冠
水
の
状
況
は
。

答　
気
象
庁
が
公
表
す
る
本
市
の
年
間
降
水

量
は
令
和
２
年
が
１
０
４
６
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、

令
和
３
年
が
９
３
４
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
令
和

４
年
が
９
３
０
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
令
和
５
年

が
１
０
４
５
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
令
和
６
年
が

10
月
末
現
在
１
１
６
６
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
、

直
近
の
５
年
間
の
中
で
令
和
６
年
が
最
も
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
道
路
冠
水
の
現
状
は
、

短
時
間
強
雨
と
な
っ
た
場
合
に
水
路
か
ら
の

溢
水
等
に
起
因
す
る
道
路
冠
水
が
発
生
す
る

場
所
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
ま
す
。

問　
国
道
及
び
県
道
に
道
路
側
溝
を
接
続
す

る
際
の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

答　
道
路
改
良
を
行
う
際
に
市
道
の
道
路
側

溝
の
流
末
が
国
道
及
び
県
道
と
な
る
場
合
は
、

そ
の
都
度
各
道
路
管
理
者
と
の
交
差
協
議
の

中
で
接
続
先
の
道
路
が
冠
水
し
な
い
よ
う
排

水
計
画
の
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
市
道
側
の
側
溝
内
に
一
時
的
に
雨
水

を
貯
留
さ
せ
る
な
ど
、
流
出
抑
制
処
理
を
行

う
こ
と
を
条
件
に
接
続
の
許
可
を
得
ま
す
が
、

現
地
の
状
況
に
よ
り
接
続
の
許
可
を
得
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

問　
雨
水
幹
線
の
整
備
状
況
は
。

答　
雨
水
に
関
す
る
公
共
下
水
道
事
業
計
画

の
昨
年
度
末
の
整
備
状
況
は
、
事
業
計
画
面

積
１
８
８
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
整
備
済
み
面
積

８
１
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
整
備
率
が
43
％
で
す
。

本
年
度
は
三
室
町
地
内
西
川
排
水
区
の
雨
水

幹
線
を
整
備
中
で
あ
り
、
幹
線
整
備
延
長
約

76
メ
ー
ト
ル
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

雨
水
幹
線
と
道
路
側
溝
と
の
接
続
は
、
雨
水

幹
線
の
整
備
進
捗
や
流
下
能
力
を
検
討
し
、

接
続
可
能
か
を
判
断
し
て
い
ま
す
。

問　
建
築
基
準
法
で
は
、
雨
水
は
敷
地
内
で

の
処
理
が
原
則
だ
が
、
市
の
指
導
は
。

答　
建
築
確
認
申
請
の
際
、
雨
水
流
入
量
の

低
減
を
図
る
た
め
、
敷
地
内
で
浸
透
処
理
す

る
こ
と
を
申
請
者
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

●
中
心
市
街
地
に
ぎ
わ
い
創
出
拠
点
整
備
に

つ
い
て

●
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
及
び
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
つ
い
て

三室町地内西川排水区の雨水幹線

雨
水
幹
線
整
備
の
進
捗
状
況
は

☝動画はこちら
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消
防
に
お
け
る
映
像
に
つ
い
て　

問　
映
像
通
報
シ
ス
テ
ム
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
１
１
９

は
、
音
声
の
み
で
は
伝
え
る
こ
と
の
難
し
い

状
況
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
カ
メ
ラ
機
能
を

使
い
、
よ
り
正
確
な
情
報
を
伝
え
ら
れ
る
。

本
シ
ス
テ
ム
の
認
識
と
導
入
の
考
え
は
。

答　
本
シ
ス
テ
ム
は
、
通
報
者
に
効
果
的
な

応
急
手
当
の
助
言
が
行
え
る
こ
と
や
通
報
現

場
の
状
況
を
早
期
に
把
握
で
き
、
消
防
の
活

動
に
役
立
つ
シ
ス
テ
ム
だ
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
導
入
に
つ
い
て
は
、
情
報
収
集
を
行
い

な
が
ら
調
査
研
究
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問　
映
像
伝
送
の
現
状
及
び
活
用
は
。

答　
現
場
映
像
伝
送
装
置
は
令
和
５
年
に
22

回
の
活
用
実
績
が
あ
り
ま
す
。
ド
ロ
ー
ン
は

消
防
無
人
航
空
機
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
い

運
用
し
、
３
人
が
操
縦
で
き
る
体
制
で
す
が
、

災
害
現
場
で
の
実
績
は
あ
り
ま
せ
ん
。

婚
姻
届
及
び
出
生
届
の
対
応
に
つ
い
て　

問　
婚
姻
届
の
記
入
例
に
よ
り
無
意
識
に
ジ

ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
が
か
か
り
、
妻
の
氏
の

選
択
の
余
地
を
奪
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な

い
が
婚
姻
届
の
記
入
例
見
直
し
の
考
え
は
。

答　
現
状
の
記
入
例
は
婚
姻
後
の
夫
婦
の
氏
、

新
し
い
本
籍
欄
は
夫
の
氏
が
選
択
さ
れ
て
い

ま
す
。
婚
姻
後
の
夫
婦
の
氏
は
夫
ま
た
は
妻

ど
ち
ら
の
氏
も
選
択
可
能
な
た
め
、
分
か
り

や
す
く
説
明
し
た
記
入
例
に
見
直
し
ま
す
。

問　
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
婚
姻
届
受
理
証
明
書
の

現
状
と
今
後
の
考
え
は
。

答　
現
在
希
望
す
る
方
に
は
、
戸
籍
法
施
行

規
則
で
定
め
る
書
式
に
基
づ
く
賞
状
タ
イ
プ

の
証
明
書
を
有
料
で
発
行
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
本
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
証
明
書
の
発
行

を
前
向
き
に
検
討
し
ま
す
。

問　
オ
リ
ジ
ナ
ル
命
名
書
交
付
の
考
え
は
。

答　
出
生
記
念
証
に
加
え
、
新
た
に
命
名
書

を
作
成
し
、
出
生
届
の
提
出
時
に
交
付
で
き

る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

●
外
国
人
材
の
受
入
れ
と
多
文
化
共
生
社
会

の
実
現
に
つ
い
て

●
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー（
循
環
経
済
）

に
つ
い
て

●
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
プ
リ
ｅ
ｉ
ｔ
ｏ
の
導
入
に
つ

い
て

婚姻届記入例の見直しを

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
婚
姻
届
受
理

証
明
書
発
行
へ
の
考
え
は

☝動画はこちら
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農
業
振
興
に
つ
い
て　

問　
農
家
数
の
変
化
と
遊
休
農
地
解
消
は
。

答　
２
０
１
０
年
か
ら

10
年
間
で
９
４
３

戸
減
少
し
て
い
ま
す
。
遊
休
農
地
は
令
和
５

年
46
・
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
解
消
に
向
け
て

農
業
委
員
等
の
助
言
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

予
算
の
見
直
し
も
含
め
関
係
機
関
や
農
業
者

な
ど
と
連
携
の
下
、
取
り
組
み
ま
す
。

問　
農
地
を
耕
作
す
る
農
業
者
を
維
持
し
て

い
く
の
に
必
要
な
新
規
就
農
者
数
は
。

答　
必
要
な
新
規
就
農
者
の
人
数
等
は
農
業

経
営
面
積
の
規
模
に
よ
り
一
概
に
は
言
え
ま

せ
ん
が
、
市
外
で
の
就
農
相
談
会
の
実
施
な

ど
新
た
な
新
規
就
農
対
策
を
講
じ
、
よ
り
多

く
の
人
材
確
保
に
努
め
ま
す
。

問　
土
地
利
用
型
の
経
営
体
は
10
年
後
に
は

半
減
す
る
と
予
測
さ
れ
る
が
、
農
事
組
合
法

人
の
年
齢
構
成
の
変
化
と
そ
の
対
策
は
。

答　
水
田
農
業
に
お
け
る
農
事
組
合
法
人
の

平
均
年
齢
は
、
平
成
26
年
度
が
68
歳
、
昨
年

度
が
73
歳
で
、
高
齢
化
対
策
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
農
事
組
合
法
人
同
士
に
よ
る

合
併
な
ど
が
検
討
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問　
水
路
な
ど
の
老
朽
化
へ
の
対
応
は
。

答　
市
の
単
独
事
業
を
は
じ
め
、
県
の
補
助

事
業
等
を
活
用
し
工
事
を
進
め
ま
す
。

問　
地
場
農
産
物
の
学
校
給
食
へ
の
使
用
率

減
少
の
原
因
と
そ
の
対
策
は
。

答　
調
理
場
の
規
模
や
品
種
等
に
よ
り
仕
入

量
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
た
こ
と
、
天
候
不

順
な
ど
が
主
な
原
因
で
す
。
新
た
な
地
場
農

産
物
を
献
立
に
取
り
入
れ
、
本
年
度
は
青
パ

パ
イ
ヤ
を
食
材
と
し
て
使
用
し
ま
し
た
。

問　
農
政
部
を
独
立
さ
せ
地
域
の
食
糧
と
耕

作
地
を
守
る
考
え
に
は
共
感
す
る
が
、
農
業

費
は
低
下
し
、
本
年
度
は
11
億
４
０
０
０
万

円
で
あ
る
。
地
域
の
産
業
の
重
要
な
柱
と
し

て
取
り
組
む
実
態
が
感
じ
ら
れ
な
い
。

答　
一
般
会
計
予
算
の
農
林
水
産
業
費
の
割

合
は
減
っ
て
い
ま
す
が
、
農
業
分
野
の
意
思

決
定
を
速
や
か
に
図
る
こ
と
で
適
切
に
各
種

施
策
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

●
住
宅
政
策
に
つ
い
て

地域農業を守る農業振興を

地
域
の
農
業
と
農
地
を
守
る

農
業
振
興
は

☝動画はこちら
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学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て　

問　
税
金
を
使
っ
て
子
育
て
支
援
を
し
よ
う

と
い
う
考
え
は
大
賛
成
で
あ
る
が
、

学
校
給

食
費
無
償
化
の
完
全
実
施
に
は
、
約
10
億
円

が
必
要
と
な
る
。
今
後
新
規
の
工
場
進
出
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
固
定
資
産
税
等
の
増
収

が
見
込
ま
れ
る
が
全
て
の
一
般
財
源
を
学
校

給
食
費
無
償
化
に
使
っ
て
し
ま
う
と
新
た
な

事
業
は
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
市
財
政

へ
の
長
期
的
な
影
響
に
つ
い
て
の
検
討
は
。

答　
今
後
の
行
財
政
運
営
は
、
歳
入
面
に
お

け
る
産
業
団
地
の
開
発
に
伴
う
企
業
進
出
や

市
有
地
売
却
後
の
宅
地
化
に
よ
る
市
税
収
入

の
増
収
な
ど
、
一
定
規
模
の
財
源
確
保
の
見

通
し
を
立
て
て
い
ま
す
。
な
お
、
学
校
給
食

費
の
無
償
化
は
、
本
来
、
国
や
県
が
取
り
組

む
べ
き
課
題
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
国
や
県

に
対
し
、
事
業
実
施
に
必
要
な
財
源
の
確
保

を
し
っ
か
り
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

問　
子
供
が
食
べ
る
こ
と
に
困
っ
て
い
る
の

は
社
会
で
最
も
深
刻
で
優
先
度
の
高
い
大
問

題
で
あ
り
、
子
育
て
支
援
と
し
て
の﹁
子
ど

も
食
堂
﹂の
実
情
把
握
を
早
急
に
行
う
こ
と

が
必
要
と
考
え
る
が
、
学
校
給
食
費
の
無
償

化
は
そ
れ
よ
り
優
先
す
べ
き
と
判
断
す
る
根

拠
は
。
ま
た
、
学
校
給
食
費
の
保
護
者
負
担

分
を
公
費
で
支
援
す
る
場
合
、
低
所
得
世
帯

ほ
ど
必
要
性
及
び
効
果
が
高
く
、
所
得
が
高

い
世
帯
に
対
し
て
は
必
要
性
や
効
果
は
次
第

に
低
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
所
得
に
関

係
な
く
全
て
の
世
帯
を
無
償
化
と
す
る
こ
と

は
、
税
金
の
使
い
方
と
し
て
最
少
の
経
費
で

最
大
の
効
果
に
な
る
の
か
。

答　
本
市
は
、
個
人
や
団
体
か
ら
食
料
品
等

の
寄
附
を
受
け
入
れ
、
様
々
な
事
情
で
支
援

を
必
要
と
す
る
方
々
に
無
償
で
配
布
す
る
役

割
を
担
っ
て
い
る﹁
子
ど
も
食
堂
﹂の
活
動
を

支
援
す
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

食
料
品
等
の
物
価
高
騰
は
今
も
な
お
続
い
て

お
り
、
子
育
て
世
帯
へ
の
経
済
的
負
担
は
大

き
く
な
っ
て
お
り
、
学
校
給
食
費
の
無
償
化

は
、
本
市
の
子
育
て
支
援
策
に
お
い
て
、
伊

勢
崎
の
未
来
を
担
う
全
て
の
子
供
た
ち
の
成

長
を
安
定
的
に
支
え
て
い
く
た
め
の
大
き
な

柱
の
施
策
で
あ
る
と
判
断
し
た
も
の
で
あ
り
、

同
様
の
判
断
に
よ
り
、
保
護
者
の
所
得
に
よ

る
制
限
を
設
け
る
こ
と
な
く
実
施
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

学校給食費無償化は子育て支援策

学
校
給
食
費
無
償
化
の
目
的
と

財
政
へ
の
影
響
は

☝動画はこちら
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進
特
別
委
員
会

文
教
福
祉
委
員
会

少
子
高
齢
対
策
特
別
委
員
会

経
済
市
民
委
員
会

査
調
会
員
委
別
特

査
審
会
員
委
任
常

　
本
会
議
で
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議

案
な
ど
に
つ
い
て
慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し

た
。
主
な
質
疑
及
び
結
果
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

令
和
６
年
度
伊
勢
崎
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）

問　
児
童
手
当
給
付
費
に
お
け
る
財
源
の
見

直
し
は
。

答　
国
の
負
担
割
合
が
大
き
く
な
る
一
方
、

県
及
び
市
の
負
担
割
合
は
小
さ
く
な
り
ま
し

た
。

　
結
果　
付
託
さ
れ
た
３
議
案
は
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

伊
勢
崎
市
病
院
事
業
職
員
定
数
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
案

問　
増
員
す
る
救
急
救
命
士
の
役
割
は
。

答　
救
急
救
命
士
法
の
改
正
に
伴
い
、
救
急

救
命
処
置
の
定
義
が
、
重
症
傷
病
者
が
病
院

に
搬
送
さ
れ
入
院
す
る
ま
で
、
ま
た
、
入
院

し
な
い
場
合
は
、
病
院
に
滞
在
し
て
い
る
間

ま
で
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
救
急
外
来
へ

配
置
す
る
も
の
で
す
。

　
問　
人
件
費
の
増
加
見
込
み
額
は
。

答　
１
人
当
た
り
の
年
間
人
件
費
は
、
医
師

が
約
１
７
０
０
万
円
、
新
卒
の
看
護
師
が
約

４
７
０
万
円
、
救
急
救
命
士
が
約
４
３
０
万

円
の
増
加
を
そ
れ
ぞ
れ
見
込
ん
で
い
ま
す
。

結
果　
付
託
さ
れ
た
３
議
案
は
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

伊
勢
崎
市
保
健
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
案

問　
乳
幼
児
の
一
時
預
か
り
の
運
営
は
。

答　
生
後
６
か
月
以
上
か
ら
就
学
前
ま
で
の

子
供
を
、
１
日
同
時
で
最
大
６
人
ま
で
、
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
６
時
ま
で
の
１
時
間

単
位
で
預
か
る
柔
軟
な
体
制
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

問　
子
供
た
ち
の
遊
び
場
の
運
営
は
。

答　
生
後
６
か
月
以
上
か
ら
小
学
校
低
学
年

程
度
ま
で
の
子
供
が
遊
べ
る
遊
具
を
設
置
し
、

利
用
す
る
子
供
に
は
必
ず
保
護
者
に
同
伴
し

て
い
た
だ
き
、
利
用
可
能
時
間
を
午
前
９
時

か
ら
午
後
６
時
ま
で
、
利
用
料
は
無
料
と
す

る
予
定
で
す
。

伊
勢
崎
市
伊
勢
崎
駅
前
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
条
例
案

問　
施
設
の
利
活
用
は
。

答　
経
済
活
力
の
向
上
や
地
域
活
性
化
の
人

材
の
育
成
な
ど
を
目
的
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
や

創
業
希
望
者
の
初
期
活
動
と
し
て
の
マ
ル
シ

ェ
及
び
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
つ
い
て
の
話
合

い
や
意
見
交
換
の
場
と
し
て
の
利
活
用
を
想

定
し
て
い
ま
す
。

問　
条
例
制
定
に
至
っ
た
理
由
は
。

答　
官
民
連
携
で
組
織
し
て
い
る
ま
ち
な
か

活
性
化
支
援
会
議
か
ら
、
公
共
空
間
の
民
間

の
活
用
促
進
が
ま
ち
な
か
の
経
済
活
力
の
向

上
に
つ
な
が
る
と
い
う
趣
旨
の
提
言
を
い
た

だ
き
、
施
設
内
の
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
を
地
域

住
民
や
民
間
事
業
者
に
広
く
活
用
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
、
ま
ち
な
か
の
活
性
化
、
経
済

活
力
の
向
上
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
有
効
で

あ
る
と
判
断
し
、
民
間
団
体
の
使
用
に
関
す

る
検
討
に
お
い
て
、
使
用
料
等
の
規
定
を
設

け
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
た
た
め
で
す
。

結
果　
付
託
さ
れ
た
２
議
案
は
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

伊
勢
崎
市
布
設
工
事
監
督
者
の
配
置
基
準
及

び
資
格
基
準
並
び
に
水
道
技
術
管
理
者
の
資

格
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
案

問　
資
格
要
件
見
直
し
の
背
景
は
。

答　
小
規
模
な
水
道
事
業
者
で
は
技
術
者
不

足
で
布
設
工
事
監
督
者
の
配
置
が
難
し
い
場

合
が
あ
り
、
資
格
要
件
の
見
直
し
を
要
望
す

る
声
が
上
が
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
国
が
検

討
を
行
い
、
見
直
し
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

結
果　
付
託
さ
れ
た
５
議
案
は
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
各
特
別
委
員
会
で
、
次
の
と
お
り
調
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

日
時　
令
和
６
年
12
月
17
日

調
査
事
項　
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
に
つ
い
て

日
時　
令
和
６
年
12
月
17
日

調
査
事
項　
高
齢
者
の
現
状
に
つ
い
て
、
高

齢
者
見
守
り
ラ
イ
ト
貸
与
事
業

　
特
別
委
員
会
の
次
回
開
催
予
定
及
び
開
催

状
況
に
つ
い
て
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

駅前インフォメーションセンター

救急救命士による円滑な処置を
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議案
番号 議案名 議決日 結果

1 学校給食費の無償化を求める意見書案 12.17 賛成全会一致

2 伊勢崎市誕生2０周年決議案 12.17 賛成全会一致

議員提出議案

受理
番号 件　名 付　託

委員会 結果

1 ケア労働者の賃上げと大幅増員、医療・介護施設への支援拡充を求める請願 文教福祉 継続審査

2 日本政府に核兵器禁止条約の批准を求める意見書採択を求める請願 総務 継続審査

請　願

議案
番号 議案名 付　託

委員会 議決日 結果

117 令和６年度伊勢崎市一般会計補正予算（第５号）の専決処分の承認について 付託なし 11.29 賛成全会一致

118 伊勢崎市市税条例の一部を改正する条例案 総務 12.17 賛成全会一致

119 伊勢崎市保健センター条例の一部を改正する条例案 経済市民 12.17 賛成全会一致

12０ 伊勢崎市伊勢崎駅前インフォメーションセンター条例案 経済市民 12.17 賛成全会一致

121 伊勢崎市布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準
に関する条例の一部を改正する条例案 建設水道 12.17 賛成全会一致

122 伊勢崎市病院事業職員定数条例の一部を改正する条例案 文教福祉 12.17 賛成全会一致

123 令和６年度伊勢崎市一般会計補正予算（第６号） 総務 12.17 賛成全会一致

124 令和６年度伊勢崎市小型自動車競走事業費特別会計補正予算（第1号） 総務 12.17 賛成全会一致

125 令和６年度伊勢崎市学校給食センター事業費特別会計補正予算（第1号） 文教福祉 12.17 賛成全会一致

126 令和６年度伊勢崎市介護保険特別会計補正予算（第2号） 文教福祉 12.17 賛成全会一致

127 令和６年度伊勢崎市水道事業会計補正予算（第1号） 建設水道 12.17 賛成全会一致

128 令和６年度伊勢崎市公共下水道事業会計補正予算（第1号） 建設水道 12.17 賛成全会一致

129 市道路線の廃止について 建設水道 12.17 賛成全会一致

13０ 市道路線の認定について 建設水道 12.17 賛成全会一致

131 伊勢崎市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案 付託なし 12.17 賛成全会一致

132 伊勢崎市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する
条例案 付託なし 12.17 賛成多数

133 伊勢崎市特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例案 付託なし 12.17 賛成多数

134 伊勢崎市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する
条例案 付託なし 12.17 賛成全会一致

135 伊勢崎市病院事業管理者の給与等に関する条例の一部を改正する条例案 付託なし 12.17 賛成全会一致

議案等の議決・審査結果

市長提出議案
は賛否が分かれた議案です。

I陳情I
・中心市街地活性化対策等の拡充と街なか居住の推進についての陳情（第６号/総務委員会・文教福祉委員会・経済市民委員会・建
設水道委員会）
・市街地再開発事業及び企業誘致の更なる推進についての陳情（第7号/総務委員会・経済市民委員会・建設水道委員会）
・小口資金融資制度の改善についての陳情（第8号/経済市民委員会）
・人手不足解消に向けた取組の強化についての陳情（第9号/総務委員会・文教福祉委員会・経済市民委員会・建設水道委員会）
・臓器移植に関わる不正取引、非人道性が疑われる国への渡航移植等を防止するための法整備等を求める意見書提出の陳情（第1０
号/文教福祉委員会）
・政党機関紙の庁舎内勧誘行為の実態調査を求める陳情（第11号/総務委員会）

I市長からの報告I
・11月29日 和解及び損害賠償の額を定めることについての専決処分の報告について 4件（第29号～第32号）
・12月12日 和解及び損害賠償の額を定めることについての専決処分の報告について（第33号）

会派名 伊勢崎クラブ 有志会 公明党 共産党 － －

議員名

野
田　
文
雄

田
島　
　
勉

鈴
木　
良
尚

吉
山　
　
勇

新
井　
　
智

馬
庭　
充
裕

新
藤　
　
靖

長
沼　
宏
泰

宮
田　
芳
典

山
越　
清
彦

大
木　
　
光

藤
生　
浩
二

佐
藤　
智
則

椎
名　
三
生

飯
島　
　
学

定
方　
宏
允

柳　
　
敦
志

田
村　
幸
一

堀
地　
和
子

小
暮
笑
鯉
子

高
橋　
宜
隆

内
田　
　
彰

手
島　
良
市

田
部
井
美
晴

北
島　
元
雄

長
谷
田
公
子

多
田　
　
稔

栗
原　
真
耶

議案番号 第132号、第133号 ／ ／ ● ● ／
※会派名のうち、「共産党」は日本共産党議員団です。また、「－」は、所属会派はありません。
※表決に加わらない議長及び欠席等の理由により表決に加わらなかった議員は、「／」で表示しています。

賛否の公表
上記議案等の議決・審査結果で賛否が分かれた議案について掲載しています。 …賛成  ●…反対

学校給食費の無償化を求める意見書
 学校給食法第2条に定める学校給食の目標達成に向け、学校では給食を通じた食育が行われてきた。その意
義は大きく、教科学習とともに学校教育の大きな柱となっている。
 義務教育は、これを無償とすると定めた憲法第26条第2項及び教育基本法第５条第4項により義務教育につ
いては授業料を徴収しないこととされており、当初は自己負担が求められていた教科書についても、教科書無
償措置法等により無償化された。
 食に関する指導を効果的に進めるための重要な教材である学校給食の食材費についても、義務教育段階にお
いては教科書と同様に無償化することが望ましい。
 令和６年６月12日に発表された、こども未来戦略方針を踏まえた学校給食に関する実態調査の結果による
と、1,794自治体のうち令和５年度中に何らかの形で無償化や一部補助を実施しているのは、予定を含め775
自治体であり、小中学生全員を対象に無償化しているのは547自治体となっている。
 全国の自治体には、その財政力から無償化の実施が困難な自治体や、実施している自治体であっても財源確
保に苦慮している実態があり、義務教育における家庭の費用負担で自治体間での格差が生じている。義務教育
は居住地に関係なく平等な教育環境を等しく確保することが求められることから、学校給食への財政支援や制
度改正は、国及び県の関与が必要不可欠である。
 よって、国及び群馬県においては、学校給食費の無償化の実現のため、十分な財政措置を講じるよう、下記
の事項を強く要望する。

記

1．自治体間格差が生じることがないよう、国の制度として学校給食費の全国一律無償化を実現すること。
2．国による全国一律無償化が実現するまでの間、県内市町村間で格差が生じることがないよう群馬県の制度
として、県内一律の無償化を実現すること。

※意見書については、国の関係機関に送付し善処を要請しました。
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視察の受け入れ
 本市の特色ある施策や先進的な事例を調査するため、令和６年には次の市議会が本市へ視察に訪れました。

来訪日 来訪議会 調査事項

1 月25日 愛知県稲沢市 公立保育所での病後児保育に
ついて

7 月 3 日 石川県白山市 キッズはじめて文化チャレン
ジについて

1０月 8 日 福井県福井市 不登校児童支援（Pルームな
ど）について

1０月 8 日 茨城県坂東市
「自治体SDGsモデル事業」の
取り組みにおける外国人との
共生（多文化共生）について

来訪日 来訪議会 調査事項

1０月1０日 鹿児島県鹿児
島市

高齢者見守りライト貸与事業
について

1０月18日 山梨県山梨市 空き家対策について

1０月3０日 島根県松江市
地震に強い安全なまちづくり
を推進するための事業につい
て

11月19日 愛知県西尾市 キッズはじめて文化チャレン
ジについて

議員の辞職
 伊藤純子議員が令和６年1０月27日執行の衆議院比例代表選出議員選挙の名簿届出政党等の名簿登載者となった
ため、公職選挙法第9０条の規定により、1０月15日付けで伊勢崎市議会議員の職を辞したものとみなされました。

 委員会構成に変更がありました。（◎…委員長・○…副委員長）
各 種 委 員 の 変 更

特別委員会

◎大木 光  ○飯島 学
 新藤 靖   田村 幸一
 手島 良市  野田 文雄
 藤生 浩二  堀地 和子

公共施設のあり方調査
◎新井 智  ○長谷田 公子
 栗原 真耶  鈴木 良尚  田村 幸一
 手島 良市  長沼 宏泰  野田 文雄
 藤生 浩二  山越 清彦  吉山 勇

議会改革推進
常任委員会

◎馬庭 充裕 ○椎名 三生
 佐藤 智則  高橋 宜隆
 田島 勉   田部井 美晴
 野田 文雄

総務委員会

寄附禁止のルールを守りましょう！
 政治家が選挙区内の人に、お金や物を贈ることは、法律で禁止さ
れています。違反すると罰せられます。
 また、有権者が寄附を求めることも禁止されています。

御歳暮・御年賀 入学祝・卒業祝 病気見舞い
代理が出席する
場合の結婚祝

代理が出席する
場合の葬式の香典 葬式の花輪・供花

落成式・開店祝の
花輪

町内会の催しへの
寸志や差し入れ

お祭りへの寄附や
差し入れ

地域の運動会など
への差し入れ

贈らない！
求めない！
受け取らない！

御
祝
儀

意見交換会を開催しました
 12月9日に文教福祉委員会が伊勢崎市
私立保育園会と次の4つをテーマとして
意見交換会を開催しました。
・保幼こ・小連携の推進について
・配慮が必要な子へのさらなる支援の充
実について
・職員配置基準の拡充に
ついて
・こども誰でも通園制度に
ついて

伊勢崎市誕生2０周年決議
　伊勢崎市は、赤堀町・東村・境町・旧伊勢崎市が合併し平成１７年に誕生した。伊勢崎市議会
は、伊勢崎市の均衡ある発展、市民生活の福祉向上のために議会及び議員の努力を尽くし、大局
的な視点を持ちつつ、日々の政策課題と正面から向き合い、市民の負託に全力で応えるという強
い決意の下、「議論を尽くす議会」「休むことのない議会」「誰もが参加できる開かれた議会」「専門性
のある議会」を目指して、令和４年3月に伊勢崎市議会基本条例を制定した。
　２０周年にあたり、伊勢崎市議会基本条例を指針に、市民生活の福祉向上と伊勢崎市の発展、
恒久平和のために全力を尽くし、もって市民の負託に応えることを新たに誓うものである。
　以上、決議する。
　　令和６年１２月１７日

伊勢崎市議会　

 可決した意見書につ
いては、市議会のホー
ムページ上にて公開し
ています。
 詳しくはＱＲコード
を参照ください。

意見書の
公開について

ＱＲコードは株式会
社デンソーウェー
ブの登録商標です
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